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Information on the city to you ｛今月のお題は・・・。｝｛市の話題を細かくじっくり・・・。｝Series of topic

お知
らせ

シリ
ーズ 市の話題
の

お知
らせ市の

　
　
　
今
年
度
、
東
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
主
な
事

業
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

　
ま
ず
、
震
災
関
連
の
復
旧
工
事
は
東
体
育
館
を
除

い
て
ほ
ぼ
完
了
し
ま
す
。
道
路
整
備
事
業
は
、
釜
子

小
学
校
南
側
の
進
入
路
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
板
倉
・
幼
稚
園
線
と
県
道
棚
倉
・
矢
吹
線

の
交
差
点
改
良
工
事
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
本
町
・
小
学
校
線
の
歩
道
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
蔭
ノ
原
集
会
所
の
建

設
、
坂
本
地
区
ほ
場
整
備
事
業
、
地
域
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
県
道
塙
・
泉
崎
線
の
反
町
バ
イ
パ
ス
、
矢
武

川
の
河
川
改
修
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た

「
し
ら
か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン
」、「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
が

し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
開
業
19
年
を
迎
え
る
「
き
つ
ね
う
ち
温
泉
」
は
、

こ
れ
ま
で
約
2
３
0
万
人
の
方
に
ご
来
館
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
施
設
に

な
る
よ
う
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
の
様
々
な
事
業
を
継
続
・
成
功
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、

現
場
に
足
を
運
ん
で
正
確
な
情
報
を
共
有
し
、
き
め

こ
ま
や
か
な
対
応
を
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域の皆さんの声を大切に、きめこまやかな対応を目指します。

各部長に聴く！「市の主要事業」
た
ま
ご

未来のInterview

　
市
の
主
要
事
業
を
紹
介
す
る
「
未
来
の
た
ま
ご
」。

　
新
た
な
事
業
（
卵
）
を
孵ふ

か化
さ
せ
、
大
き
く
空
に
羽

ば
た
か
せ
よ
う
と
す
る
市
政
の
動
き
を
、
各
部
長
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

「東庁舎」の主要事業 №11

市民福祉課　 ８人

穂積功祐東庁舎
振興事務所長

Hozumi　Kosuke 

■組織図
東庁舎 総務課　　　 ５人

教育振興課　 ５人
事業課　　　 ７人

　下水道は、私たちの生活に欠かせない「水」をいつまでもきれいに保
ち、美しく清らかな水環境を次の世代に引き継ぐための大切なものです。
　今月号では、下水道への接続や助成制度などを紹介します。

　家庭や工場などから出た汚れた水が住宅の周りにたまると、悪臭や
はえ・蚊の発生、伝染病の原因になる場合があります。また、汚れた
水がそのまま川や湖に流れると、日常生活に様々な影響を及ぼします。
　下水道へ接続することで、これらの悪影響を防ぐことができます。

　市では、安心して排水設備工事を行っていただくために、「白河市下
水道排水設備工事指定業者」を定めています。工事は指定業者に直接
お申し込みください（指定業者以外では工事ができませんのでご注意
ください）。なお、指定業者は本庁舎下水道課にお問い合わせください。

　下水道をご利用の方で、井戸水のみを使用されている方、または水
道水と井戸水を併用されている方は、ご家族の人数が下水道料金算定
の基準となります。
　料金変更の手続きには「世帯人員異動届」の提出が必要です。転出
などでご家族の人数に変更が生じたときは、速やかに本庁舎下水道課
までご連絡ください。

　市では、市民の皆さんに下水道接続をしていただくため、次の助成
制度を設けています。詳細は、本庁舎下水道課までお問い合わせくだ
さい。

　下水道の供用が開始された
区域の各家庭や事業所は、３
年以内に「排水設備」を設置
することが義務付けられてい
ます。

排水設備とは…家庭内のトイレ・浴室・
台所などから流れ出る汚水を、市が設
置した下水道施設（公共ます）に接続
し、スムーズに排除するための施設で
す（設置や管理は個人負担となります）。

今月のお題は、　　　　　　　　　　　　　　　です。「きれいな水を未来まで」

【問い合わせ先】
　本庁舎下水道課☎�1111　内2232

下水道の役割

工事は指定業者に

井戸水をご利用の皆さんへ

水洗化改造等資金助成制度

下水道への接続を

◆助成制度
　　水洗化改造等工事費用の一部を助成します（１件あたり）。
　①供用開始日後１年以内に行う改造工事の場合　　25,000円　
　②供用開始日後２年以内に行う改造工事の場合　　15,000円
　③供用開始日後３年以内に行う改造工事の場合　　10,000円
◆利子補給制度
　　改造費用を市内の金融機関から借り入れした場合に、その借入利
　子を市が支払います。

　新しく供用開始になる区域の
縦覧を行います。
⃝日時
３月４日㈪～15日㈮／午前８
時30分～午後５時15分（平
日のみ）

⃝会場
　本庁舎下水道課（２階）
⃝対象区域
　馬町、馬町下、年貢町、南町、
束前町、本町、老久保、新高
山、転坂、米村道北、五番町
川原、金勝寺、金勝寺東の各
地区の一部

供用開始区域の縦覧
納税貯蓄組合連合会が３月末に解散 問本庁舎収税課☎㉒1111　内2181

納税意識の高揚に大きく貢献

　市納税貯蓄組合連合会（近
こんどう

藤茂
し げ お

男会長）
は、昭和34年に設立（平成18年に１市３
村の各組合連合会が合併）され、これま
で54年にわたり、自主納税の普及や街頭
ＰＲ、小・中学生を対象とした標語・習
字による啓蒙活動を通して、納税意識の
高揚や収納率の向上に貢献してきました。
　近年、口座振替の普及やコンビニ収納
の導入など、時代の流れを受け、昨年の
６月22日に開催された定期総会で協議し、
３月31日をもって解散することが決まり
ました。

　街頭で、口座振
替の推進や納期内
納付のチラシを配
り、収納率の向上
に努めました。

　小・中学生の作
品を審査する委員
の皆さん。毎年、
優秀作品を表彰し
ました。

⃝街頭ＰＲ活動

<主な活動>

⃝習字の審査


